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中学校区別実施計画(案)－中期計画(平成23～25年度)－ 【概要版】

学校規模適正化「前期計画」は、平成20年１月に策定した「奈良市学校規模適正化実施方針」及び「中学校区
別実施計画(案)」に基づいて、過小規模又は早期に適正化が必要な小規模の市立幼稚園・小学校・中学校を対象
に実施してきました。

しかし、市全体の児童・生徒数の減少は続いています。また、地元から学校園がなくなることの寂しさやまち
づくりの観点等の課題から、統合再編計画に同意をいただくことができていない協議会もあります。

このような状況を受けて、本市では、平成23年度から平成25年度を計画期間とする「中期計画」を策定しまし
た。「中期計画」では、前期のまとめと市立小・中学校の学校規模適正化の中期の実施計画案を示しています。な
お、市立幼稚園の規模適正化については、「子ども未来部」で国の動向を見守りながら検討することになるため、
この中期計画には含まれていません。

■前期計画(平成19～22年度)について
＝前期計画における適正化の対象校園

■学校園の規模について
【過小】＝ 過小規模 【小】＝ 小規模 【大】＝ 大規模
(注)学校園の規模の詳細については、「奈良市学校規模適正化実施方針」を参照してください。

中学 市立中・小学校・幼稚園名 前期計画のまとめ 中期計画の内容
校区 (生徒・児童・園児数) (平成19～22年度) (平成23～25年度)

－平成23年５月１日現在ー

【中学校】 小学校との接続の視点を踏まえ、 右京小学校は小規模であるが、平成23年
平 ・平城西中学校(368) 幼小連携教育の強化を図るため、 ４月から小学校内に併設された右京幼稚園

【小学校】 右京幼稚園を右京小学校内に併設 との連携教育を強化していくことや、今後
城 ・右京小学校(219)【小】 する実施計画案に右京地域の協議 の児童数の減少が緩やかなことから、児童

・神功小学校(367) 会で合意を得た。その後、改修工 数の推移を見守ることとする。
西 【幼稚園】 事が実施され、右京幼稚園は右京

・右京幼稚園(20) 【過小】 小学校内に併設し、平成23年４月
・神功幼稚園(34) 【小】 に開園した。

【中学校】 佐保台幼稚園と左京幼稚園を統 佐保台小学校は過小規模であるが、住宅
・平城東中学校(452) 合再編し、左京幼稚園に幼稚園型 開発の動向にあわせて、児童数の推移を見

平 【小学校】 の認定こども園制度を導入する実 守ることとする。但し、過小規模が継続す
・朱雀小学校(345) 施計画案に佐保台地域と左京地域 るようであれば、統合再編等を検討する。

城 ・佐保台小学校(90) 【過小】 の合同協議会で合意を得た。今後
・左京小学校(362) は、平成23年に増築改修工事が実

東 【幼稚園】 施され、左京幼稚園は幼稚園型認
・朱雀幼稚園(32)【小】 定こども園として、平成24年４月
・佐保台幼稚園(11) 【過小】 に開園する。
・左京幼稚園(40) 【小】

【中学校】 小学校との接続の視点を踏まえ、 富雄北小学校は今後も大規模な状況が続
・富雄中学校(899) 【大】 幼小連携教育の強化を図るため、 くが、児童数が緩やかに減少に向かうと予

富 【小学校】 鳥見幼稚園を鳥見小学校内に併設 想されるため、通学区域の弾力化等により
・富雄北小学校(762)【大】 する実施計画案に鳥見地域の協議 適正化を図る。
・鳥見小学校(441) 会で合意を得た。その後、改修工 また、富雄中学校についても大規模な状
〔富雄第三小〕富雄第三中校区参照 事が実施され、鳥見幼稚園は鳥見 況が続くが、適正規模を大きく上回らない
〔三碓小〕富雄南中校区参照 小学校内に併設し、平成23年４月 ことや、校区に富雄第三中学校が平成23年
【幼稚園】 に開園した。 ４月に開校したことから、生徒数の推移を

雄 ・富雄北幼稚園(118) 見守ることとする。
・鳥見幼稚園(54) 【小】

【中学校】 登美ヶ丘小学校、東登美ヶ丘小学校は大
登 ・登美ヶ丘北中学校(365) 規模であるが、適正規模を大きく上回らな
美 【小学校】 いことや、今後、児童数が減少に向かうと
ヶ ・登美ヶ丘小学校(550)【大】 予想されるため、児童数の推移を見守るこ
丘 ・東登美ヶ丘小学校(636)【大】 ととする。
北 【幼稚園】

・登美ヶ丘幼稚園(46) 【小】
・東登美ヶ丘幼稚園(69)



中学 市立中・小学校・幼稚園名 前期計画のまとめ 中期計画の内容
校区 (生徒・児童・園児数) (平成19～22年度) (平成23～25年度)

－平成23年５月１日現在ー

【中学校】 青和小学校は大規模な状況が続くが、適
・二名中学校(569) 正規模を大きく上回らないことや、今後、

二 【小学校】 児童数が減少に向かうと予想されるため、
・青和小学校(639)【大】 児童数の推移を見守ることとする。
・二名小学校(398)
〔登美ヶ丘小〕登美ヶ丘北中校区参照

名 【幼稚園】
・青和幼稚園(87)
・二名幼稚園(45) 【小】

【中学校】 伏見小学校、西大寺北小学校、あやめ池
・伏見中学校(589) 小学校は今後も大規模な状況が続くが、児

伏 【小学校】 童数が緩やかに減少に向かうと予想される
・伏見小学校(649)【大】 ため、児童数の推移を見守ることとする。
・西大寺北小学校(629)【大】
・あやめ池小学校(492)【大】
【幼稚園】

見 ・伏見幼稚園(97)
・西大寺北幼稚園(94)
・あやめ池幼稚園(57)【小】

【中学校】 保護者の就労に関係なく幼児を 富雄南小学校は今後も大規模な状況が続
・富雄南中学校(599) 受け入れ、地域の子育て支援の充 くが、適正規模を大きく上回らないことか

富 【小学校】 実を図るため、富雄南幼稚園に幼 ら児童数の推移を見守ることとする。
・富雄南小学校(583)【大】 稚園型の認定こども園制度を導入 また、三碓小学校については、児童数が
・三碓小学校(899) 【大】 する実施計画案に富雄南地域の協 減少に向かうと予想されるため、児童数の

雄 〔あやめ池小〕伏見中校区参照 議会で合意を得た。 推移を見守るとともに、通学区域の弾力化
【幼稚園】 富雄南幼稚園は、３歳児保育や 等を検討する。
・認定こども園富雄南幼稚園(168) 長時間保育、給食等を実施し、奈

南 ・三碓幼稚園(68) 良県初の認定こども園として、平
成21年４月に開園した。

【中学校】 ※平成22年度中の時点では、鶴舞小学校
・登美ヶ丘中学校(319) は12学級で適正規模であったため、検討対

登 【小学校】 象とならなかった。しかし、平成23年５月
・鶴舞小学校(266)【小】 現在は11学級となったので、小規模校に区

美 ・平城西小学校(366) 分している。
〔登美ヶ丘小〕登美ヶ丘北中校区参照

ヶ 〔東登美ヶ丘小〕登美ヶ丘北中校区参照

【幼稚園】
丘 ・鶴舞幼稚園(24) 【過小】

・平城西幼稚園(35)【小】

【中学校】 六条小学校は今後も大規模な状況が続く
・京西中学校(592) が、児童数が減少に向かうと予想されるた

京 【小学校】 め、児童数の推移を見守ることとする。
・六条小学校(831) 【大】
・伏見南小学校(367)
【幼稚園】

西 ・六条幼稚園(99)
・伏見南幼稚園(48)【小】

【中学校】 ※富雄第三中学校は、平成23年４月富雄
・富雄第三中学校(62) 第三小学校と一体型の小中一貫校として開

富 〔平成23年４月開校〕 校した。
雄 【小学校】
第 ・富雄第三小学校(454)
三 【幼稚園】

・富雄第三幼稚園(60)



中学 市立中・小学校・幼稚園名 前期計画のまとめ 中期計画の内容
校区 (生徒・児童・園児数) (平成19～22年度) (平成23～25年度)

－平成23年５月１日現在ー

【中学校】 佐紀幼稚園と都跡幼稚園を統合 都跡小学校は今後も大規模な状況が続く
都 ・都跡中学校(319) 再編し、都跡幼稚園に幼稚園型の が、適正規模を大きく上回らないことや、

【小学校】 認定こども園制度を導入する実施 児童数が緩やかに減少に向かうと予想され
・都跡小学校(599)【大】 計画案について、佐紀地域と都跡 るため、児童数の推移を見守ることとする。
【幼稚園】 地域の合同協議会で協議したが、

跡 ・佐紀幼稚園(18) 【過小】 計画は進んでいない。
・都跡幼稚園(63) 【小】

【中学校】 平城小学校は今後も大規模な状況が続く

平 ・平城中学校(424) が、児童数が緩やかに減少に向かうと予想
【小学校】 されるため、児童数の推移を見守ることと
・平城小学校(693)【大】 する。
〔平城西小〕登美ケ丘中校区参照

城 〔西大寺北小〕伏見中校区参照

〔都跡小〕都跡中校区参照

【幼稚園】
・平城幼稚園(101)

【中学校】 飛鳥小学校は今後も大規模な状況が続く
飛 ・飛鳥中学校(339) が、適正規模を大きく上回らないことや、

【小学校】 児童数が緩やかに減少に向かうと予想され
・飛鳥小学校(555)【大】 るため、児童数の推移を見守ることとする。
〔椿井小〕三笠中校区参照

鳥 【幼稚園】
・飛鳥幼稚園(45) 【小】

【中学校】 鼓阪北幼稚園と鼓阪幼稚園を統 鼓阪小学校、鼓阪北小学校は小規模であ
・若草中学校(406) 合再編し、鼓阪幼稚園に幼稚園型 るが、今後の児童数の減少が緩やかなため、

若 【小学校】 の認定こども園制度を導入する実 児童数の推移を見守ることとする。
・鼓阪小学校(110)【小】 施計画案について、鼓阪北地域で
・佐保小学校(363) は地域振興やまちづくりの観点等
・鼓阪北小学校(196)【小】 から理解が得られなかった。
〔興東小〕興東中校区参照 また、鼓阪幼稚園・鼓阪北幼稚
【幼稚園】 園の園児数が予想以上に減少して

草 ・鼓阪幼稚園(4) 【過小】 いることから、実施計画案の見直

・佐保幼稚園(83) 【小】 しが必要である。
・鼓阪北幼稚園(7) 【過小】

【中学校】 済美南小学校は小規模であるが、児童数
・春日中学校(599) の減少が緩やかなため、児童数の推移を見

春 【小学校】 守ることとする。
・済美小学校(561)【大】 済美小学校は大規模であるが、今後の児
・大安寺小学校(360) 童数の減少によって適正規模になることも
・済美南小学校(252)【小】 予想されるため、児童数の推移を見守るこ
【幼稚園】 ととする。

日 ・済美幼稚園(52) 【小】
・大安寺幼稚園(56)【小】

【中学校】 椿井小学校は小規模であるが、専門的な
・三笠中学校(887)【大】 聴力検査が行える防音室の設備が整ってお

三 【小学校】 り、市内全域から通学できる難聴学級と難
・椿井小学校(221)【小】 聴通級指導教室（きこえの教室）が設置さ
・大宮小学校(508) れ、奈良市の難聴児教育のセンター的役割
・大安寺西小学校(544) を担っているため、現状を維持する。
・佐保川小学校(470) 三笠中学校は今後も大規模な状況が続く
【幼稚園】 が、適正規模を大きく上回らないことや、

笠 ・大宮幼稚園(72) 児童・生徒数が緩やかに減少に向かうと予
・大安寺西幼稚園(76) 想されるため、児童・生徒数の推移を見守

ることとする。



中学 市立中・小学校・幼稚園名 前期計画のまとめ 中期計画の内容
校区 (生徒・児童・園児数) (平成19～22年度) (平成23～25年度)

－平成23年５月１日現在ー

【中学校】 精華幼稚園と帯解幼稚園を統合 精華小学校は過小規模が継続し、複式学
・都南中学校(558) 再編し、さらに帯解保育園との再 級が発生しているため、集団活動ができる
【小学校】 編から認定こども園制度を導入す 人数を安定的に確保し、教育環境を整える

都 ・東市小学校(297) る実施計画案について、精華地域 観点から、帯解小学校との統合再編を検討
・辰市小学校(331) の協議会では地域振興やまちづく する。
・明治小学校(434) りの観点等から理解が得られなか
・帯解小学校(141)【小】 った。
・精華小学校(22)【過小】 精華小学校の統合再編計画につ
【幼稚園】 いても幼稚園と同様に地域の理解
・東市幼稚園(12)【過小】 を得ることはできなかった。

南 ・辰市幼稚園(40) 【小】
・明治幼稚園(64)
・帯解幼稚園(9) 【過小】
・精華幼稚園(4) 【過小】

【中学校】 前期計画における東部３小学校(柳生小
・田原中学校(31)【過小】 ・大柳生小・相和小)・２中学校(柳生中・
【小学校】 興東中)の１小・１中学校への統合再編計

田
・田原小学校(39)【過小】 画を児童の通学距離や通学時間等を配慮す
【幼稚園】 ることから、２小・１中学校への統合再編
・田原幼稚園(1) 【過小】 計画に見直したため、田原小・中学校にお

ける後期計画での統合再編も見直すことと
する。

田原小・中学校は今後も過小規模が継続
原

すると考えられるが、小中一貫教育の充実
を図りながら、特認校制度等の導入につい
ても検討する。

【中学校】 柳生、大柳生、相和小学校区に 興東中学校と柳生中学校はいずれも過小
柳 ・柳生中学校(18) 【過小】 おいて各協議会を設置し、３小学 規模が継続しており、集団活動ができる人

【小学校】 校・２中学校の１小・１中学校へ 数を安定的に確保し、教育環境を整える観
・柳生小学校(37) 【過小】 の統合再編について協議したが、 点から統合再編を行なう。但し、統合先に

生 児童の通学距離・通学時間等の課 ついては、今後、中学校仕様に改修する大
題もあり、当初の統合再編計画に 柳生小学校の場所とする。
合意を得ることはできなかった。

【中学校】 そのため、以下の①②の新たな
・興東中学校(37) 【過小】 実施計画案を示した。

興 【小学校】 ①大柳生小学校と相和小学校を統
・興東小学校(59) 【過小】 合再編し、統合先は相和小学校
【幼稚園】 とする。柳生小学校は、児童数
・大柳生幼稚園(10)【過小】 の推移を見守ることとする。

②興東中学校と柳生中学校を統合
再編し、統合先については、今

東 後、中学校仕様に改修する大柳
生小学校の場所とする。

平成23年４月大柳生小と相和小が
統合し、興東小として開校した。

【中学校】 月ヶ瀬小・中学校ともに過小規模である
・月ヶ瀬中学校(46)【過小】 が、他のゾーンとは地理的に離れているこ

月
【小学校】 とから、他校との統廃合は困難な状況にあ

ヶ
・月ヶ瀬小学校(63)【過小】 り、今後、学校の活性化や特色ある学校づ

瀬
くりを進める視点で、特認校制度等の導入
について検討する。

【中学校】 地域における子育て支援等を充 並松小学校・吐山小学校・六郷小学校は
都 ・都祁中学校(180)【小】 実させるため、並松、都祁、吐山、 過小規模であり、今後も過小規模が継続す

【小学校】 三城保育園及び休園中の小倉、深 るようであれば、都祁小学校を含めて統合
・並松小学校(64)【過小】 川６保育園を統合再編し、平成22 再編等を検討する。
・都祁小学校(119)【小】 年４月に認定こども園都祁保育園

祁 ・吐山小学校(58)【過小】 として開園した。
・六郷小学校(68)【過小】
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